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 瀬戸内市立瀬戸内市民病院だより 

≪理念≫ 市民に安らぎと幸せを届ける病院を目指します。 

第 126号 
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写真「絶景：操山の三畳岩上から岡山市

内を望む」 

特集「病院機能評価（3rdG:Ver.2.0）認

定」 

新任ご挨拶「看護の心とコミュニケーシ

ョンを大切に」 

地域医療連携室だより「連携の大切さを

忘れずに」 

特集「転倒にご用心」-転倒の起こりやす

い箇所は- 

「管理・運営認定理学療法士」資格取得報告 

漫筆「見たり・言ったり・聞いたり」（10） 

西病棟 回リハカフェあるばむ 

パワハラ研修報告-リスペクトしあえる

職場へ- 

シリーズ眼科の検査（4） 

総合案内を飾る季節の花（晩夏編） 

職員紹介コーナー『庭』 

漫筆「見たり・言ったり・聞いたり」（11） 
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「絶景：操山の三畳岩上から岡山市内を望む」 2～3 年前から、休日に時間があれば山歩きをしてい

ます。頂上に登り切ったという達成感、心地よい疲労感、そして何より山の上から見下ろす景色は絶

景です。この写真は操山の三畳岩上から見下ろした岡山市内の風景です。操山には、この他にも沢山

の探索スポットがあります。一度訪ねてみてはいかがでしょうか。（北病棟看護師長 澤岻通代） 
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〝
病
院
機
能
評
価
〟
と
は
、
病

院
の
医
療
の
質
向
上
に
対
す
る

努
力
に
関
し
、
第
三
者
機
関
で

あ
る
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療

機
能
評
価
機
構
か
ら
客
観
的
評

価
を
受
け
、
そ
の
評
価
結
果
が

一
定
の
水
準
以
上
の
病
院
に
つ

い
て
認
定
す
る
と
い
う
制
度

で
、
認
定
期
間
は
5
年
間
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
院
は
、
機
能

種
別
「
一
般
病
院Ⅰ
」
で
平
成
24

年
3
月
2
日
最
初
の
認
定
を

受
け
、
5
年
後
の
更
新
審
査
と

な
る
同
29
年
10
月
受
審(

平
成

30
年
2
月
認
定
更
新)

か
ら
副

機
能
と
し
て
、
機
能
種
別
「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
」
と

し
て
も
併
せ
認
定
を
受
け
て
お

り
ま
す
。 

 

審
査
は
書
面
審
査
と
訪
問
審

査
に
分
か
れ
、
病
院
機
能
評
価

の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
べ

き
訪
問
審
査
の
項
目
は
、「
一
般

病
院Ⅰ

」
に
お
い
て
は
『
患
者

中
心
の
医
療
の
推
進
』
な
ど
4

つ
の
領
域
・
88
の
審
査
項
目
、

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
」
に
お
い
て
は
『
良
質
な
医

療
の
実
践
１
』
の
領
域
・
22
の

審
査
項
目
が
当
院
の
ク
リ
ア
す

べ
き
課
題
で
し
た
。
日
程
は
、
訪
問

審
査
の
3
か
月
前
か
ら
書
面
に
よ
る

現
況
調
査
（
施
設
基
本
票
、
診
療
機

能
評
価
票
、
部
門
別
調
査
票
、
経
営

調
査
票
、
施
設
基
準
の
状
況
）
及
び

関
係
病
院
資
料
の
提
出
、
並
び
に
自

己
評
価
調
査
票
の
提
出
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。 

 

病
院
機
能
評
価
受
審
準
備
室
は
受

審
日
程
に
沿
っ
て
全
体
調
整
す
る
立

場
か
ら
令
和
3
年
8
月
に
組
織
さ

れ
ま
し
た
。
具
体
的
な
業
務
は
①
受

審
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
と
管
理
、
②

院
内
情
報
伝
達(

発
信)

、
③
書
面
審

査
各
調
査
票
等
の
作
成
、
④
各
領

域
・
中
項
目
の
責
任
者
等
の
配
置
、

⑤
訪
問
審
査
当
日
の
対
応
で
し
た
。 

 

準
備
室
は
、
院
長
を
室
長
と
し
各

職
場
責
任
者
等
を
委
員
と
し
て
配
置

す
る
な
ど
職
員
一
丸
体
制
と
し
、
具

体
的
な
準
備
室
業
務
は
別
途
「
準
備

室
事
務
局
」
を
置
い
て
対
応
。
写
真

は
同
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

が
、
前
回
同
様
準
備
室
事
務
局
長
に

任
じ
ら
れ
た
小
職
が
全
体
調
整
を
担

当
、
施
設
基
本
票
・
経
営
調
査
票
を

野
口
参
事
（
現
病
院
事
務
局
長
）
が

担
当
、
診
療
機
能
評
価
票
・
施
設
基

準
の
状
況
を
久
山
主
査
が
担
当
、
部

門
別
調
査
票
を
正
岡
主
査
が
担
当
、
事

務
局
長
業
務
補
佐
員
に
丹
鍬
事
務
員

が
発
令
さ
れ
、
合
計
5
名
が
全
工
程

に
お
い
て
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
と
し
て

の
機
能
を
果
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

何
よ
り
も
各
領
域
の
中
項
目
（
審
査
項

目
）
の
責
任
者
や
担
当
者
と
し
て
割
り

当
て
ら
れ
、
業
務
の
改
善
に
努
め
、
サ

ー
ベ
イ
ヤ
ー
の
質
問
に
適
切
に
対
応

し
た
準
備
室
全
構
成
メ
ン
バ
ー
の
不

 

特集「病院機能評価（3rdG：Ver.2.0）認定」 

 

 

断
の
努
力
な
し
に
認
定
更

新
は
成
し
得
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

折
か
ら
、
全
国
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ま
ん
延
が
見
ら
れ
、
訪
問
審

査
が
当
初
予
定
の
1
月
18

日
（
火
）・
19
日
（
水
）
か

ら
4
月
20
日
（
水
）・
21
日

（
木
）
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
い
っ
と
き

緊
張
が
ほ
ど
け
再
度
の
引

き
締
め
が
必
要
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
、
種
々
の
状
況
を

経
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
結
果
的
に
は
7
月
8

日
付
で
改
善
事
項
な
く
一

発
認
定
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
次
回
は
5

年
後
に
受
審
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
受

審
経
験
の
中
で
得
た
多
く
の
知
見
を
生

か
し
、
更
に
改
善
努
力
を
重
ね
、
地
域

の
皆
様
、
当
院
を
ご
利
用
な
さ
る
方
々
、

職
員
に
満
足
と
誇
り
が
持
て
る
よ
う
、

職
員
一
同
同
じ
目
標
に
向
け
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

（
病
院
機
能
評
価
受
審
準
備
室
事
務
局

長
（
経
営
企
画
室
次
長
）
馬
場
洋
一
） 

受審準備室事務局メンバー（左から） 

馬場 
野口 久山 丹鍬 馬場 正岡 
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 新任ご挨拶  

「看護の心とコミュニケーションを大切に」 

9
月
1
日
付
で
副
看
護
局
長
を
拝
命
し
ま
し
た

片
山
園
子
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
病
棟
師
長
・
外

来
師
長
を
歴
任
す
る
中
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
理
解

ご
指
導
を
賜
り
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

私
は
看
護
師
に
な
っ
て
早
35
年
。
当
院
に
お
世
話

に
な
っ
て
11
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
看
護
師
を
し
て

い
く
中
で
、
時
に
辛
い
こ
と
も
嫌
に
な
る
と
き
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
辛
さ
を
乗
り
越
え
た
と
き
、
や
め
ら

れ
な
い
魅
力
と
楽
し
さ
が
看
護
に
は
あ
り
ま
す
。
看

護
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄

り
添
え
る
「
看
護
の
心
」
を
看
護
局
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
実
感
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
看
護
師
は
、
患
者
さ
ん
の
人
生
の
様
々
な

ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
会
う
仕
事
で
す
の
で
、
看
護
師
一

人
ひ
と
り
の
人
生
も
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
看
護
師
、
他
職
種
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境

を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
共
に
病
院
の
理
念
『
市
民
に

安
ら
ぎ
と
幸
せ
を
届
け
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。
』

を
念
頭
に
、
人
間
性
を
磨
き
、
自
身
も
よ
り
成
長
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

副看護局長 

片山園子 

瀬
戸
内
市
民
病
院
は
、
平
成
28
年
（
2016

年
）
10
月
、
そ
れ
ま
で
の
古
い
暗
い
イ

メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
べ
く
、
瀬
戸
内
の
う

ら
ら
か
な
陽
光
を
思
わ
せ
る
明
る
い
病

院
そ
し
て
耐
震
構
造
を
兼
ね
備
え
た
安

心
か
つ
安
全
な
病
院
へ
と
、
再
生
さ
れ
ま

し
た
。 

 

一
方
、
医
療
の
あ
り
方
と
し
て
も
、
疾

病
構
造
の
変
化
な
ど
医
療
を
取
り
巻
く

状
況
の
変
化
に
よ
り
、
一
医
療
機
関
に
よ

る
自
己
完
結
型
医
療
か
ら
、
地
域
の
医
療

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
え
て

行
く
医
療
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
考
え
を
実
現
す
る

も
の
と
し
て
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
住
ま
い
」、

「
生
活
支
援
」、「
医
療
」、「
介
護
」、「
予

防
」
と
い
う
5
つ
の
要
素
が
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
適
切
に
組
み
合
わ

せ
ら
れ
、
入
院
、
退
院
、
在
宅
復
帰
を
通

じ
て
切
れ
目
な
く
一
体
的
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

す
。 

 

院
内
に
あ
っ
て
は
「
チ
ー
ム
医
療
」、

地
域
に
お
い
て
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
、
い
ず
れ
も
「
連
携
」
が
鍵
と
な

り
ま
す
。
そ
の
「
連
携
」
を
担
う
機
能
と

し
て
「
地
域
医
療
連
携
室
」
が
あ
り
ま
す
。 

本
年
9
月
、
こ
の
機
能
の
適
切
な
発
揮
を
目
的
と

し
て
看
護
師
1
名
を
増
員
し
組
織
強
化
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
Ｍ
Ｓ
Ｗ
3
名
、
入
退
院
支

援
看
護
師
2
名
、
事
務
員
1
名
の
総
勢
6
名
の
体

制
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
諸
要
件
を
確
認
し
、
9

月
中
に
「
入
退
院
支
援
加
算
1
」
の
届
出
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

我
々
は
こ
の
「
連
携
」
の
役
割
の
大
切
さ
を
常
に

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
患
者
さ
ん
、
家
族
、
地
域
の
人
々

に
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
地
域
医
療
連
携
室
長 

石
井
泰
三
） 

 

 

「連携の大切さを忘れずに」 
地域医療連携室だより 
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 ―転倒の起こりやすい箇所は― 
特集「転倒にご用心」 

年齢とともに家の中や家の周りで、つまずいたり滑ったりしてヒヤッとした瞬間は誰にでもあるはず

です。時として転倒転落は骨折や頭部外傷と大きなケガにつながりやすく、それが原因で介護が必要な

状態になっていくことがあります。東京消防庁の調査において、転倒の男女比率は 74 歳までは 1：1 と

変わりありません。ところが、75 歳以上では圧倒的に女性が多くなると言われています。また、自宅以

外での転倒を含めると女性の場合は 50 代から急激に転倒件数が増加する傾向にあると報告されていま

す。一方、男性の場合は家庭外での転倒が多く発生しています。 

令和 2 年、東京消防庁管内の調査によると自宅等

居住場所における転倒の発生場所の上位５つは左の

表になります。全体の約 68％が 1位の『居室・寝室』

でした。 

当院でも転倒が要因で入院となる患者さまは少な

くはありません。回復期リハビリテーション病棟に

入院された患者さまのデータに基づいて調査を行い

ました。 

調査期間：2021年 4月 1日～2022年 3月 31日 

調査対象：回復期リハビリ病棟を退院した運動器疾患の患者   

患者数 ：105 名 

転倒が要因で入院となった患者さまの男女比は 71名中、男性は 16名で 32.5％に対して圧倒的に 

多かったのは女性で 55名と 77.5％でした。また、その年齢の 93％は後期高齢者（75歳以上）でした。 

① 運動器疾患の男女比 

運動器疾患とは･･･「運動器」とは、歩く、座る、立ち上がるといった自分の意思で行う運動を担当す

る筋肉・関節・骨・腱・靭帯・神経などの組織や器官、ここに障害が起きるのが「運動器疾患」です。 

②受傷要因 
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  1 位 2 位 3 位 4 位 5 位  

不明 転倒発生場所 居室 廊下 トイレ 玄関 台所 階段 洗面所 

入院した患者数 10 9 5 4 4 4 1 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③転倒場所 ④転倒時間帯 

※日中：6 時～18 時、夜間：18 時～22 時、深夜：22 時～6 時で調査を行っています。 

東京消防庁のデータでは、住宅等居住場所を屋内と屋外に分けると 9 割が屋内で転倒しているとの報告で

した。当院では屋内で転倒した患者さまは 64.8％でした。時間帯としては他の研究では 70～80％は 

日中に発生していると言われています。当院においても 6 割が日中に受傷したことが分かりました。 

⑤自宅内の転倒発生場所 

⑥受傷疾患の内訳 ⑦要介護度別受傷患者数 

厚生労働省「国民生活基礎調査（平成 28年）」の発表によると、高齢者の介護が必要となる原因の第 4位

が「骨折・転倒」と報告されています。その中でも最も多い要因は大腿骨頚部骨折と言われています。当院

においても大腿骨骨折や脛骨高原骨折など足の骨折の割合は全体の 47.8％を占めていました。また、要軽度

介護度（要支援 1.2、要介護 1.2）の者の転倒が 62％を占めていました。 

転倒の要因としては運動的な要因が着目されがちです。しかし、それ以外にも持病や服用している薬など

の内的要因と室内での照明、階段、ドア・床の状態、屋外では玄関、庭・道路の障害物といった生活環境な

どの外的要因も関係していることが多くあります。ケガに至らなかった時点で転倒を引き起こす原因をもう

一度振り返り、家族や専門の方と環境を整備することなども転倒予防に繋がると思います。これからも安心・

安全な暮らしが提案できるよう努めて参りますのでよろしくお願いいたします。 

（リハビリテーション科（運動器認定理学療法士）田中志穂） 
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－リスペクトしあえる職場へ－ 
 

令
和
2
年
6
月
1
日
か
ら
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
対
策
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
併
せ
て
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
等
に
関
す
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
対
策
も
強
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
鑑
み
、
併
せ
て
病
院
機

能
評
価
の
受
審
準
備
を
き
っ
か
け
に
業
務
点
検

を
実
施
、
本
年
1
月
1
日
か
ら
就
業
規
程
の
一

部
改
正
を
行
う
と
と
も
に
「
瀬
戸
内
市
病
院
事
業

職
員
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
規
程
」
を
制
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
が
実
効
あ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
と
な
る
よ
う
、
病
院
長
が
院
内
に
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
行
為
撲
滅
の
徹
底
に
つ
い
て
」
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
出
。
そ
れ
を
受
け
た
形
で
、
院
内
教
育

委
員
会
と
し
て
院
内
研
修
を
3
回
（
6
月
22
日

(

水)

、
7
月
13
日(

水)

、
同
20
日(

水)

）
実
施

す
る
計
画
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も
2
～

3
年
に
1
度
、
耳
学
問
と
し
て
の
パ
ワ
ハ
ラ
研

修
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
身
近
な
想

定
事
例
を
盛
り
込
ん
だ
形
で
、
全
員
が
参
加
す
る

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
行
わ
れ
、
延
72
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
講
師
は
特
定
社
会
保
険
労
務
士

の
麓 

一
茂
（
ふ
も
と 

か
ず
し
げ
）
先
生
に
お

願
い
し
ま
し
た
。
研
修
テ
ー
マ
は
「
リ
ス
ペ
ク
ト

し
あ
え
る
職
場
へ 

～
隠
れ
パ
ワ
ハ
ラ
を
撲
滅

す
る
～
」
。
前
半
の
座
学
で
は
「
パ
ワ
ハ
ラ
っ
て

何
？
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
（
知
っ
て
い
る
方
は
お

さ
ら
い
で
す
）
」
「
パ
ワ
ハ
ラ
6
類
型
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
」
「
そ
こ
で
今
日
は
、
知
ら
な
い
う
ち

 

西病棟 回リハカフェあるばむ 

七夕 

7 月 27 日（水曜日） 

夏祭り 

8 月 31 日（水曜日） 

 

パワハラ研修報告 
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眼
底
写
真
撮
影
は
、
眼
底
カ
メ
ラ
を
用
い
て
目
の

奥
の
写
真
を
撮
る
検
査
で
、
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で

も
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
ピ
カ
ッ
と

光
る
検
査
で
す
。
眼
底
写
真
に
は
、
目
の
奥
に
あ
る

網
膜
や
視
神
経
、
血
管
が
写
っ
て
お
り
、
人
間
の
体

の
中
で
直
接
血
管
を
観
察
す
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一

の
検
査
で
す
。
そ
の
た
め
、
目
の
病
気
だ
け
で
な
く
、

動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど
の
内
科
的
な
病

ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
ア
ン
ガ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
大
切
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
各
事
例
を
通
じ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か

ど
う
か
は
自
分
の
基
準
で
は
な
く
相
手
の
判

断
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
日
々
の
関
係
性
が

大
事
で
あ
る
こ
と
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

院
内
教
育
委
員
会 

（
医
療
安
全
担
当
看
護
師
長
）
野
口
佐
登
美 

 

 
に
パ
ワ
ハ
ラ
の
加
害
者
と
な
ら
な

い
た
め
に
」
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
引
き
続
き
事
例
を
読
ん
で
、

ど
こ
に
パ
ワ
ハ
ラ
が
隠
れ
て
い
る

の
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
と

い
う
こ
と
で
1
枚
の
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
シ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、
各
班

で
議
論
し
ま
し
た
。
3
回
と
も
異

な
っ
た
事
例
で
し
た
が
、
共
通
し

て
い
る
点
は
「
今
、
わ
か
り
に
く

 

 
シ
リ
ー
ズ
眼
科
の
検
査
（
4
） 

気
の
診
断
に
も
役
立
ち
ま
す
。 

 

検
査
は
痛
み
も
な
く
、
簡
単
に
で
き
ま
す

が
、
瞳
孔(

黒
目)

が
小
さ
い
と
目
の
中
に
光
が

入
ら
な
い
た
め
、
う
ま
く
写
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で
「
判
定
困

難
」
と
い
う
結
果
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
何
か
病
気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
光
が
入
ら
な
い
た
め
に
鮮
明
に
写
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
気
に
な
る

よ
う
で
あ
れ
ば
眼
科
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま

す
。 

 
 
 

（
視
能
訓
練
士 

髙
下
隆
恵
） 

  夏を代表する花たちが晩夏の総合案内を飾りました。花と花器

の関係はお互いの長所を引き出し，称え合う関係が望ましいもの

と思われます。今回は夏の花ということで色彩も艶やかで、ぱっ

と見でも派手さを感じます。それをしっかり支える備前焼の花器

は、釉薬を一切使わず高温で焼き締められた茶褐色の堂々たる肌

合い。活けられたひまわり、ヒャクニチソウ、西洋フジバカマ、

ルドベキアの原色に近い花弁の色合いと瑞々しい葉っぱの緑が

花器とよくマッチし、土と切り離せない存在である花の美しさを

引き立てています。花と花器、お互いのコラボが紡ぎだした一服

の芸術です。                （広報委員会） 

（広報委員会） 

 

 

 

総
合
案
内
を
飾
る
季
節
の
花
（晩
夏
編
） 

い
パ
ワ
ハ
ラ
が
増
え
て
い

ま
す
」
と
言
わ
れ
た
よ
う

に
、
い
わ
ゆ
る
身
体
的
な
攻

撃
、
精
神
的
な
攻
撃
な
ど
比

較
的
わ
か
り
や
す
い
パ
ワ

ハ
ラ
よ
り
も
、
人
間
関
係
か

ら
の
切
り
離
し
、
過
大
な
要

求
、
過
小
な
要
求
、
個
（
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
）
の
侵
害
な

ど
、
わ
か
り
に
く
い
も
の
が

増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
そ
し
て
研
修
参
加
者

全
員
が
、
何
で
も
自
由
に
発

言
で
き
る
心
理
的
安
全
性

の
高
い
職
場
づ
く
り
、
言
葉

の
言
い
換
え
が
パ
ワ
ハ
ラ

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
つ

な
が
る
こ
と
、
そ
し
て
怒
り

の
感
情
を
予
防
し
コ
ン
ト
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主任介護福祉士の齊藤泰子です。瀬戸内市民病院に勤めて 8年にな

りました。これまで瀬戸内市のことをあまり知りませんでした。患者

さんとの会話の中で瀬戸内市内の地名などよくでてくるのですが、全

くわからず話が続かなくなるときもありました。そのときは家に帰っ

て地名や位置関係を調べていました。今ではだいぶ分かるようになっ

ていますが、まだまだ知らないことが多いので患者さんとの会話の中

で瀬戸内市の新しい発見を楽しみたいと思っています。これからも多

くの患者さんとお話をさせていただき、もっと瀬戸内市のことを知り

たいなと思っています。話をすること自体はあまり得意ではありませ

んが、患者さんとコミュニケ―ションを取って、一層寄り添った介護

ができるように励んでいきたいと思います。 

 ★★ 次号の「庭」★★ 

 看護師の中田安里紗さんです。ご期待ください。 

 
『天高く馬肥ゆる秋』 空は澄み渡って晴れ、馬が食欲を増し、肥えてたくましくなる秋。食べ物がおいしい季節

になりました。私にとっては一年中食べる物はおいしく肥ゆる季節ですが・・・。毎年この時期になるとスポーツの

秋と意気込んでウォーキングを始めます。しかし、大体は冬の寒い時期や夏の暑い時期には挫折してしまいます。懐

中電灯片手に、田んぼのザリガニや川の中の魚や亀を探しながら 40分程度のウォーキングは疲れますが、とてもよい

運動です。今年こそは挫折しないようにと決意しています。イノシシに出会わなければ・・・。（M） 

 
ちょっと一服    ～オリーブの木の下で～ 

編集委員の 

皆
様
は
、
会
議
で
と
き
ど
き
何
の
話
を

し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
や
り
取
り
や

主
張
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
ん
な
と
き
私
が
思
い
出
す
の
は
古

典
落
語
の
演
題
に
あ
る
「
こ
ん
に
ゃ
く
問

答
」
で
す
。 

こ
ん
に
ゃ
く
屋
の
六
兵
衛
の
口
利
き
で

空
き
寺
の
に
わ
か
住
職
に
な
っ
た
八
五
郎

が
、
あ
る
日
、
本
物
の
僧
に
問
答
を
吹
っ

掛
け
ら
れ
た
。
経
も
読
め
な
い
八
五
郎
は

六
兵
衛
に
相
談
。
そ
れ
な
ら
と
一
計
を
案

じ
た
六
兵
衛
は
八
五
郎
に
代
わ
っ
て
、
対

応
す
る
こ
と
に
。
僧
が
や
っ
て
き
た
。
い

ろ
い
ろ
問
答
を
仕
掛
け
る
が
六
兵
衛
は
知

ら
ん
顔
、
口
も
耳
も
閉
ざ
し
た
ま
ま
。
そ

れ
を
見
た
僧
は
六
兵
衛
が
「
黙
業
」
と
い

う
修
行
を
し
て
い
る
も
の
と
勘
違
い
し
、

両
手
の
人
差
し
指
と
親
指
で
小
さ
い
丸
を

こ
し
ら
え
、
パ
ッ
と
六
兵
衛
の
前
に
突
き

出
し
た
。
そ
れ
を
見
た
六
兵
衛
が
両
手
で

大
き
な
丸
を
描
く
と
僧
は
「
は
は
ー
」
と

平
伏
し
た
。
次
に
僧
は
両
手
の
指
を
パ
ッ

と
開
く
と
六
兵
衛
は
片
方
の
手
を
パ
ッ
。

僧
は
ま
た
平
伏
。
次
に
僧
が
片
手
で
3

本
指
を
出
し
た
の
で
、
六
兵
衛
は
ア
カ
ン

ベ
エ
。
す
る
と
僧
は
恐
縮
し
て
逃
げ
出
し

て
し
ま
っ
た
。 

八
五
郎
が
外
で
僧
に
ど
う
な
っ
た
の

か
尋
ね
る
と
、
最
初
の
小
さ
い
丸
は
天
地

の
間
は
と
い
う
問
い
。
六
兵
衛
は
両
手
の

輪
で
大
海
の
如
し
と
答
え
た
。
十
方
世
界

は
と
問
え
ば
、
五
戒
で
保
つ
と
答
え
た
。

三
尊
の
弥
陀
は
と
問
う
と
、
目
の
下
を
見

ろ
と
答
え
た
か
ら
す
っ
か
り
感
服
し
た
、

と
言
う
。
関
心
し
な
が
ら
八
五
郎
が
寺
に

帰
る
と
六
兵
衛
が
本
気
で
怒
っ
て
い
る
。

な
ぜ
怒
っ
て
い
る
の
か
と
聞
く
と
、
「
手

真
似
で
俺
の
こ
ん
に
ゃ
く
に
ケ
チ
を
つ

け
や
が
っ
た
。
大
き
さ
は
こ
れ
ば
か
り
か

と
い
う
か
ら
、
こ
ん
な
に
大
き
い
と
言
っ

て
や
っ
た
。
10
丁
で
い
く
ら
だ
と
聞
く

か
ら
5
百
だ
と
言
っ
て
や
っ
た
ら
、
あ

の
渋
ち
ん
〝
3
百
に
負
け
ろ
〟
と
言
う

か
ら
俺
は
ア
カ
ン
ベ
エ
。
」
と
い
う
内
容

で
す
。
何
か
が
食
い
違
っ
て
い
る
。
落
語

は
オ
チ
の
芸
術
で
あ
る
か
ら
面
白
い
が
、

組
織
の
会
議
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

誰
も
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
に
努
力
し
た
い
も
の
で
す
ね
。 

（
経
営
企
画
室
次
長 

馬
場
洋
一
） 

 

 

 
漫
筆
「
見
た
り
・
言
っ
た
り
・
聞
い
た
り
」
（
11
） 


